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１．はじめに 

無線 LAN 振動計は，データを無線 LAN にて収録装置に転送するものであり，3方向の計測を 1台で行うこと

ができる．したがって，従来の振動計と比べて計測ケーブルの配線が不要になる利点があるとともに，1方向

につき 1台のセンサーが必要なサーボ型を使用する長周期の振動計測では，センサー数を減らすことができる．

そのため，従来の振動計に比べて，材料費･設置費の両面でコストの優位性が高い．本報では，この無線 LAN

振動計の概要と適用事例を示すとともに，実務の観点から課題等について考察する． 

２．無線 LAN 振動計の概要 

2-1 外観と仕様 

無線 LAN 振動計の仕様を表-1 に示すとともに，外観を写真-1 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 無線 LAN 振動計の特徴 

無線 LAN 振動計とサーボ型振動計のシステム構成例を図-1，2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

          

 図に示すように，無線 LAN 振動計ではサーボ型振動計に比べてセンサー数が少なくなり，計測ケーブルの大

部分が不要になる．そのため，材料費と設置費の両面でコスト面が有利になる．また，システム構成がシンプ

ルになるため，メンテナンス等の実務負担の軽減が期待される．ただし，現状では使用実績が少なく，実際の

耐久性や信頼性が課題になろう． 
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図-1 無線 LAN 振動計システム構成例 図-2 サーボ型振動計システム構成例

表-1 無線 LAN 振動計の仕様 

写真-1 無線 LAN 振動計の外観 
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３．適用事例 

無線 LAN 振動計を適用した事例の計測結果として，応答加速度の時刻暦波形を図-3，4 に示す．また，この

際の地震の概要を表-2 に示すとともに，取付け状況を写真-2 に示す． 

この事例は，実構造物の地震時挙動を計測したものであり，In-Cap 工法により耐震補強した杭基礎の耐震

補強効果を，応答加速度にて確認した事例である．無補強の場合に比べて耐震補強した基礎では応答加速度が

小さくなっており，耐震補強効果が現れた結果と考えられる．  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

4-1 データの精度と信頼性 

適用事例は無線 LAN 振動計単独の計測であり，他の計器との精度比較検証は行っていない．しかし，既往の

計測結果によれば，長大橋梁の常時微動計測や動特性の同定に有効であるとの報告があり，実用上の精度に問

題はないと判断される．適用事例の計測は現在も継続中であり，目立ったトラブルも無く安定した計測を行っ

ている．長期的な安定性も備えていると考えられよう．ただし，長時間の微細なデータの動きに着目すると，

経時変化に微妙な傾きが見られることから，使用状況に応じたチェックが必要と考えられる．  

4-2 実務上での留意点 

実務上の留意点としては，防水対策と停電対策が考えられる．機器本体は防水構造になっているものの，電

源ケーブルの接続部に防水機能がない．そのため，設置場所の状況に応じた防水対策が必要である．また，一

度停電した場合の復旧が自動になっていないため，無停電電源装置等の対策が必要である．  

4-3 まとめ 

実際の業務で使用してみると，安価である上，設置や調整が容易であることから，今後の発展性が感じられ

た．今後，この無線 LAN 振動計による計測事例が増え，多面的な検証が行われるようになれば，データの信頼

性向上も含め，より身近な計測方法として確立するものと考えられる． 

図-3 応答加速度の時刻暦(耐震補強) 

・日時：平成 17 年 10 月 16 日 16 時 5 分頃 

・震源地：茨城県南部（北緯 36.1、東経 139.9°） 

・震源の深さ：約 40 km 

・地震の規模：マグニチュード 5.1 

図-4 応答加速度の時刻暦(無補強) 

表-2 地震の概要 

写真-2 取付け状況 
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